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Sabiston Jr. の調査によると， 世界最初の計画された開腹手術の成功例は 1809年12月27日に
Ephraim McDowell により行われた卵巣嚢腫摘出術であった． (Sabiston Jr. DC ; Major 












患者は JaneTodd Crawford夫人，ダンピルから60マイ jレ離れたところに住んでいた．夫人
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上記の第1例も含めて3例を初めて発表した． (McDowell, E. : Three Cases of Extirpation 







文して，アメリカに持ち帰ったのである． (Rutkow IM ; William Halsted Theodor Kocher, 




; (4) Sabiston Jr.は，この手術が，無麻酔であったこと，わずか25分で終了したこと，
第1例目から成功したこと，べノレリンではなくアメリカの片田舎で行われたことを特筆すべき点と
して感心している．
